
 伊予支部  

 

１ 教職員研修について 

（１）研究主題 

「情報社会に主体的に生きる力を育む教育の研究と実践」 

―教育の情報化の推進を通して― 

（２）努力目標 

○ 高度情報通信社会に主体的に対応できる情報活用能力の育成 

○ ICTを活用した学習指導の工夫・改善 

○ 教員の ICT活用指導力の向上 

 

２ 夏季実技研修会及び主任会 

今年度の情報教育夏季研修会は愛媛県教育センター杉村英樹先生、野村竜也先生を講師に迎えて

「情報モラル」と「ICT活用」の研修を行った。 

（１）期日 平成 27年８月 27日（木）13：30～16：00  

（２）会場 砥部町立麻生小学校 

（３）内容  

【前半の部】 

情報モラル（ネット問題の現状把握と児童・生徒への指導） 

【後半の部】 

授業や校務における ICT活用（Excel2013の活用実習） 

 

３ 成果と今後の課題 

中学校も小学校も、携帯電話やスマートフォンの利用が増えている状況を踏まえて、具体的な携

帯・ネットでの事件の事例やネット依存への対策、学校や家庭でできる児童・生徒を守るための取

組について講義を受けた。ネットでの事件が日常的に起こっている現状から、保護者や子どもたち

に何を伝え、どのような指導をすればよいか学ぶ良い機会となった。 

本支部では、教職員用のコンピュータの機種更新が進み、最新の Excel2013 が導入されている。

今夏の講義で、表からグラフを作る際に使えるショートカットキーや新しい機能など新しいアプリ

ケーションの活用の方法を学ぶことができた。各校での ICT活用能力が高まり、授業や学校事務の

効率化が期待される。 

今後、情報教育主任が研修した内容を各学校で広め、児童・生徒や保護者への啓発活動を行った

り、各校の教職員の ICT活用能力の向上につなげたりする取組が重要である。 

  

 


